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初
め
て
事
業
計
画
に
〝
戦
争
協
力
〟

　

Ｊ
Ｒ
貨
物
の
２
０
２
６
年
度
事
業
計
画
で
は
、「
安

全
保
障
の
観
点
か
ら
も
、
有
事
に
お
い
て
物
資
を
迅
速

か
つ
大
量
に
機
動
的
に
展
開
で
き
る
貨
物
鉄
道
輸
送
へ

の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
」
と
い
っ
て
、
防
衛
省
と
の

連
携
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
動
労
総

連
合
は
７
月
28
日
、
戦
争
協
力
に
つ
な
が
る
軍
事
物
資

輸
送
反
対
の
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

年
に
「
新
・
戦
争
協
力
拒
否
宣
言
」

を
発
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
日
本
は
再
び
戦
争
へ
の
道
を
踏

み
だ
そ
う
と
し
て
い
る
。
か
つ
て
の

戦
争
へ
の
痛
苦
な
反
省
を
込
め
て
制

定
さ
れ
た
は
ず
の
憲
法
九
条
は
踏
み

に
じ
ら
れ
、
戦
争
へ
の
歯
止
め
が
外

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
戦
争
へ
の
道

を
断
つ
た
め
に
、
力
の
限
り
闘
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
が
き
た
」

（「
戦
争
協
力
拒
否
宣
言
」
よ
り
）

　

戦
争
に
動
員
さ
れ
る
の
も
労
働
者

で
す
が
、
戦
争
を
止
め
る
こ
と
が
で

き
る
の
も
労
働
者
で
す
。
労
働
者
が

団
結
し
て
闘
え
ば
戦
争
は
止
め
ら
れ

る
―
―
こ
う
し
た
労
働
組
合
の
闘

い
、
闘
う
労
働
組
合
を
取
り
戻
す
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

国
と
し
て
は
、
22
年
の
段
階
で
国
交
省
の
鉄
道
物
流

を
巡
る
検
討
会
に
防
衛
省
が
参
加
し
、
鉄
道
の
軍
事
利

用
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
の

事
業
計
画
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
の
は
初
め
て
で
す
。

具
体
的
に
鉄
道
労
働
者
を
戦
争
に
動
員
す
る
攻
撃
が
始

め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
動
労
千
葉
の「
戦
争
協
力
拒
否
宣
言
」

　

動
労
千
葉
は
03
年
に
「
戦
争
協
力
拒
否
宣
言
」、
22

ＪＲの戦争協力に反対します
7/28ＪＲ貨物に軍事輸送反対で申し入れ

2026 年度事業計画に関する申し入れ（7/28）

1．2026 年度事業計画において、「安全保障の観点からも、

有事において物資を迅速かつ大量に機動的に展開できる

貨物輸送への期待が高まっている。既存のネットワーク

やアセットを有効活用しつつ、想定される必要な輸送体

系の構築に向け、防衛省をはじめとする関係機関との調

整を行っていく」と記載されていることについて、次の

点を明らかにすること。

（1）2026 年度事業計画に、新たに加えた理由について。  

（2）「安全保障の観点」とは、何を意味するのか。  

（3）「有事」とは、具体的にどことの「有事」を想定し

ているのか。  

（4）「既存のネットワークやアセットを有効活用」につ

いての詳細について。  

（5）「想定される必要な輸送体系の構築」とは、いつど

のような方法で、何を運ぶことを考えているのか。  

（6）「防衛省をはじめとする関係機関との調整」について、

関係機関とはどこを指すのか。「調整」とは具体的に

何を行おうとしているのか。

2．戦争協力につながる軍事物資輸送をおこなわないこと。


